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書
を
通
讀
し
て
彼
れ

£

正
の
忠
言
を
與
ふ
る
こ 

ビ
を
欲
し
た
る
も
，而

.も
、同
時
に
、

*

重
な
る
私
的
利
斷
の
權
利
；

I

一之
.れ
.が
爲
め
に
貴
下
の

a 

先
は
か
の
法
王
並
び
に
王
位
の
窺
窬
奢
を
鄉
斥
し
た
る
：

I

を

®

留
せ
ん

」

こ
ビ
を
主
張
し
て 

日
く

「

余
は
貴
下
が
法
玉
：ょ
：り
：も
遙
か
に
過
誤
少
な
き
：こ
と
を
信
す
る
も
、而
も
佘
は
新
敎
徒
な 

る
が
..故
に
、余
の

a

心
は
余
を
心
て
聖
典
に
基
か
ざ
，

0

總
べ

.て
の
權
：威
に

®

従
す
る
を
■躊
躇
せ 

し
む
る
な
上

 V
J
O
(
A

 

Catal
o
g
u
e

 

o
f 

the 

L
i
b
r
a
r
y

 

of 

A
d
a
m

 

Smith, 

A
u
t
h
o
r

 

of the 

へ
 M

o
r
a
l

 

sentiments、 

a
n
d

 (the 

w
e
a
l
t
t
l
G
f

 Nations/ 

edited 

with 

an 

I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

cr
y T

a
m
e
s

 

B
o
n
a
r
,
I

oo9
4

'-pp. 

ix—x
,
o
:

レ
"
.
I
は
^

德
的
情
換
脾
の

_

一
一
版
が
前
揭
七
日
附
の
書
翰
：巾

R

於
て
ヒ
ユ

：
I

ム
の
期
待
せ 

る
變
班
若
し
く
は
加
筆
を
迤
も
包
有
す
る
こ
ど
な

き

旨
を
述
ベ
、斯
く
上
揭

i
s
t
r
a
h
a
n

宛
:0
書
筋 

屮
に
明
か
な
る
が
如
ぐ
、彼
れ
が
ー
千
七
百
六
ナ
年
に
出
版
者
に
交
付
し
た
る
加
筆
を
脫
漏
せ 

る
理
一
由
を
發
見
す
る

.」

と
難
し
ビ
倣
せ
る
も
.

(

闪
罗

o
v clt. -pp. 143.9,)

、而
も
同
版
を
以
て
純
然

笫
十
六
卷

(

玉八：五

)

論
.

E 

r

道
德
的
情
雄
論
 
>「

圃
富
論」

：

.

:

.

'

第
五
就
.

ン
玉
.



箔
十
六
怨

(

五八六

)

論
跳

;,r

道徳的情操論

」

と「

國富

論
」
：：：

. 

六

な
る
第
一
版

'の

10
:
刻
ビ
爲
す
は
非
な
ト
。

:
事
實
上
婼
ニ
版
中
に
於
け
る
訂
正
及
び
變
逛
は

®
 

,る
：多
く
、且

つ

同

版

：ば
：辑

か

^
小
活
宇
を
以
七
：組
立

.て
ら
れ
た
る
を
以
て

*五
ぽ
五
十
一
頁
な

6 

し

第

：一：
版
は
、其
の
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述
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y

 

of 

M
o
r
a
l

■
 Sentiment?, 

or 

a
n 

E
s
s
a
y

 

t
o
w
ards

a
n

 

Analysis 

of 

the 

Principles 

b
y
w
h
i
c
h

 

B
3 

0
O
R
0
3
^

 

o
o
l
o
^

 

E
 

first 

of their 

N
e
i
g
h
b
o
u
r
s

 

an
r
d 

aftewards 

of themselves. 

T
o

 

w
h
i
c
h

 

is 

a
d
d
e
d

 

A

 

Dissertation 

o
n the 

Origin 

of L
a
n
g
u
a
g
e
s
.

 

B
y

 

A
d
a
m
S
m
i
t
h
,

 

L

rD
.
'
F
e
l
l
o
w

 

of the 

R
o
y
a
l

 

Societies 

of L
o
n
d
o
n

 
a
n
d

 

E
d
i
n
b
­

u
r
g
h
/
o
n
e

 

o
f

 the 

c
o
m
n
^
s
s
i
o
n
e
r
s
o
f

 H
i
s

 g
a
j
e
s
t
y
w
c
u
s
t
o
m
s

 

in 

Scotland, a
n
d

 

formerly 

Professor 
o
f

s
o
- 

ral 

Philos
o
p
h
y 

in 

the 

Universityof G
l
a
s
g
o
w
'
T
h
e

 

Sixth 

E
d

i
t

i
o

n
,

£
 

cor­

rections, 

in 

t
w
o

 

volumes, 

(
s
t
r
a
h
a
n
&
o
a
d
e
l

vr-1
L
o
n
d
o
n
;

 w
.

 

C
r
e
e
c
h

 

s
d
J
.
B

 
今
 

版
の
定
價
は
六
志
な
り
し
が
第
六
版
は
ナ

.ニ
志
，を
以
て
賣
出
さ

'れ」

た
6

。

、道
徳
的
情
操

.論」

の
改

W

ば
實
に
ス
ミ
ス

-'
か
晚
年
の
大
事
業
な

&

き
。
彼
れ
は
強
烈

TJ
:

る
病
；
 

苦
に
思
さ
れ
つ

y

ぁ
P

し
一
千
^
百
八
十
九
年
末
に
其
の
僧
補
の
筆
を
運
び
つ
、
ぁ

6
.し
な 

K
y
o 

(Dup-ald 

stewarf. 

A
n

 

A
c
c
o
u
n
t

 

of the 

Life 

a
n
d

 

Writings 

of . the 

A
u
t
h
o
r
,

 

prefixed 

to 

s
s
t
l
f
s

E
s
s
a
y
s

 

o
n

 

Philosophical 

Subjects, 

1
7

9
5
; p. 

Ixxxix. 

note.)。

新
版
刊
行
の
前
に
於
て
著

翁

と
出
版 

著
と
の
間
に
は
、既
に
本
書
の
舊
版
を
所
有
：せる
潜
の
爲
め
に
僧
補
の
：分
を
別
版
ど
し
て
出
版 

す
る
の
適
否
に
關
し
て

■意
見
を
異
に
せ

b

°

出
版
者

C
a
d
e
l
l

は
出
版
業
者
の
德
義
上
ょ
り
、刺
 

版
の
賣
れ
行
き
を
妨
害
す
る

M
J

明
か
：なる
に
拘
ら
す
、此
の
說
を
維
持
し
た
る
も
ス
ミ
ス
は
全 

蛾十

I
 

(

五八七
 

>

.論

0 

f

l的情操論

-

1

とr

國窩論

.
r

 

: 

第：
.-
/
1
.
號

';
七：
：



第i

フ
4'
c3t
ノ八)

論

說

.

r

逍
M
的情操論

V「

國當論.

」

.

1丨 

第沉

^

:
.
.
. 

へ
.

:
然

;]
t

の
著
の
寶
れ
行
き
如
何
に
關
せ
ず
、其：の；著
の
性
質
’か彼
れ
の
提
案
を
承
認
す
る
こ
ご
但 

は
ざ
ら
し
む
；る
の
故
を
以
て
之
れ
を
拒
絕
せ

V

。

ス
ミ
ス
は
時
に
恰
も

S

3

Mに
赴
く
の
途
次 

偷
敦

R

在
り
し
タ
ツ
ガ
ァ
ー

r

ス
チ
；
ア
ー
ト
を
通
じ
て
其
の
決
心
を
傅
達
せ
し

め

ガ

t
 

而
し
て
ス
チ
ュ
ァ

1

が

C

6

ど
.會

見

：
し

：：
た

る
0

«
末
を
報
吿
ぜ
：る

|
千
七

0

八
十
九
竽 

2T
月
六
日
の
消
印
を
有
す
；る：ス
ミ
ス
宛
の
書
翰
は
後
年
カ
ン
テ
ン
ガ
ム
，敎
授
の
所
藏
す
"る
听 

ど
爲
り
、レ

1

は
其
の

「
ス
ミ
ス
傅
し
中
に
之
れ
が
全
，文
を
揭
載
せ

b
o 

f

«

o

o

. 

a
t
, 

p. 

4
2
6
.
)
°

:

ス
ミ
ス
は

「

道

fe
^

办
&
論
し
の
牌
卷
第

 

一
M

に
於
て
述
べ

て

日
ぐ

「

«
令
ひ
人
間
は
如

可
■
に

1
 

己
的
な
ヶ
ど
想
像
せ
ら
れ
得
る
も
、其
の
本
性
の
中
に
、彼
れ
を
し
て
他
人
の
運
命
に
關
軋
せ

し
：： 

め
彼
れ
等
の
幸
福
を
し
て
彼
れ
に
取
り
て
必
要
な
ら
し
む
る
一
定
の
元
質
存
す
る
：
ビ
明
か 

な

&

然
も
彼
れ
は
之
れ
を
見
る
の
快
感
を
除

S

て
は
之
れ
ょ

.
0̂し
て
呵
物
を
も
取
得
す
る 

こ
ど
な
き
な

h

五
«
人
が
他
人
の
不
幸
を
見
、若
し
く
は
頗
る
明
確
；なる

:.
;
體
樣
に
於
て
之
れ
を
，

 

思

料

せ

し

め

ら

る

、
場

合

に

は

之

れ

に

_

し

て

吾
人

0

威
：ず
る

^

緖
：た
.る
憐

.憫
若
し
：
 

は
.慈
 

恐
は
此
の

ff
の
も
の
に
屬
す
。

rv
A

が
他
人
の
悲
哀
に
ょ
つ
て
悲
哀
を
催
す
こ
と
多
き
は
極

i,

i

I
f

め
て
明
白
な
る
事
實
に
し
て
、之
れ
を
證
明
す
る

.が
爲
め
に
は
何
.等の
例
證
を
も
必
耍
ビ
せ
ざ 

る
な
な
。
卯
ち
此
の
情
操
は
凡
ゆ
る
他
の
人
問
本
性
の
本
：原
的
情
熟
と
等
し
く
決
し
て
有
德 

に
し
て
仁
慈
な
る
人
士
の
み
に
限
ら
る
、
も
の

^

ぁ
：ら
す
、

(

固
ビ
'ょ
.’
是
.れ
等
の
人
々
は
恐
ら 

く
最
も
微
矽
な
る
.受
戚
性

を
，

以
て
之
れ

を

感
ず
る

な

る

可
さ
も

-
.最
大
な

る

惡
漢
、圾
も
冷
酷 

な
る
祉
龠
諸
法
規
の
侵
犯
者
と
雖
も
、全
然
之
れ
を
缺
く
も
の
に
非
す
ト
と

。

(
T
h
e

 

T
h
e
o
r
y

 
of 

M
o
r
a
l

 

Sentiments/Pari; 

I. 

section 

I. 

c
h
a
D
'
J
o
。

偷
理
的
判
斷
は
惟

b

他
人
の
行
爲
.に
關
ず
る
も

:の
：に
し

.て
、
^
心
の
裁
決
は
他
人
が
吾
人
自 

身
に
下
し
た
る

.
判
決
の
反

響

に
過
ぎ
ず
。
宛
も
全
然
科

»

な
る

#

體
は
自
己
が
美
な
る
や
哲 

や
を
知
ら
ざ
る
ど
等
し
ぐ
、又
た
自
己
が
道
德
的
な

b

や
哲
や
を
も
知
る.こ

^
な
か
る

^

し
。
 

菇
れ
に
由
り
て
ス
ミ
ス
は
ヒ

V
I
.ム

e

等
し
く
同

.情
を

.以
て

.全

倫
理

哲
學

.の
華

礎

^
ら
し
め 

た
り
、同
情
な
く
ん
ば

1

切
の
偷
理
的

¥

斷

は

#

せ
，ざ
：
る
可
し
.。

「

吾
人
は
他
人
が
威
す
る
所
の
も
の
に
就
き
て
何
：等
直
接
の
經
驗
を
ゼ
す
る

乙

ビ

な
き

^

以
， 

て
、菩
人
は
他
人
が
感
動
せ
る
體
樣
に
就
き
て
は
何
#

の
觀
念
を
も
形
成
す
る
こ

W
:

能
は
ず

0 

然
れ
ど

‘も
吾
人
は
吾
•人
自
身
が
之
れ
に
等
し
き
地
位
に
在
り
て

.

感
す
可
き
所
の
も
の
^
^
考

策

十

六

卷

諭

說

S

徳
的
惝
操
論」

1
固
1
1」

：

:

:

.. 

ン

第

芄

號
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九
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第
十
六
卷

(

瓦九

0〕

，
輪

說

「

道從的情操論

^「

國

富

論

」

：
.
， 

幣
7 1

*魏

l
l
.
f
o
: 

す
る
に
由
ぅ
て
之
れ
を
形
成
し
得
る
な

i

o

1

0
期
く
て
吾
人
は
想
像
に
出
り
て

?f
人

^
 

身
を
他
人
の
地
位
：に置
き
、吾
人
は
全
然
同
一
，な：る

^

痛
を
忍
び
ク
、，ぁ
る
も
の
ご
し
て
音
人 

自
身
を

M

考
し
、吾
人
は
宛
も
興
の
肉
體
內
に
入
り
、

*

分
彼
れ
ビ

.間
ニ
人
格
ビ
爲
り
、是
れ
に
取 

&

て
又
た
興
の
威

®

に
就
き
て
ー
定
の

«

念
を
形
成
し
、而
し
て
縱
し
辟
度

^

於
て
堀
さ
も

、
> 

然
彼
れ
等

^

異
な
る
こ
ビ
な
き
も
の
を
感
ず
る
こ
ビ
す
ら
あ
る
な
り
。

(

f
Da-
.

o
斯
く
 

ノ
て
ス 

ミ
ス
は
人
間
の
本
性
中
に
利
己
的
な
ら
ざ
る
._
一

 

定
の
元
質
を
看
出
し
、而
し
て
之
れ
を
：以
て

®
: 

他
の
人
間
本
性
の
：本
原
的
情
熱
ビ
等
し
く

.离
人

R

普
遍
な
る
も
の
ど

®

た
ぅ
。
彼
れ
の
倫
理 

學
は
這
の
普
遍
な
る

A

ng
本

»

の
本
原
的
情
熟

^

其
の
极
抵
を
有
す
る
も
の
な

K

y

oス
ミ
ス 

は
ヒ
ュ
ー
ム
が
カ
說
せ
る
、知
覺
せ
ら
れ
咨
し
く
は
推
知
せ
ら
れ
た
る
德
の
結
果
に
對
す
る
：间
 

情
的
快
感
の
實
在
な
る
こ
ビ
及

'び
重
要
な
る
こ
と
を
拒
む
も
の
に
非
ず

0

然
れ
ど
.も设

 

>.は
 

1

般
道
德
的
情
操
の
主
要

^

分
は

' 是
：れ
に
由

b

て

»
妞
せ
ら
れ
す
し
，で、寧
ろ
行
爲
游
し
く
は 

表
現
を
誘
起
す
る
諸
衝
動
に
對
す
る
页
ら
に
直
接
な

.；
る

同

情

に

：
ょ

る
.も
：の

」

と
思
惟
せ
り
。

彼 

れ
は
此
の
同
情
の
自
發
的
發
動
を
以
て
人
間

•性
の
原
始
、不
可
說
の
事
實
ビ
し
て

R

t[
-

へ
る
な

然
る
に
极
れ
が

「

道
徳
的
情
操

_

初
版
の
刊
行
よ

6

十
有
七
年
を
隔
て

:/
2

る
ー
千
.七
耳
七
十 

六
年
に
至
つ
て
出
版
せ
ら
れ
た
る

「

國
龠
論

」

は
先
づ
分
勞
を
以
て
特
に
人
叫
社
會
を
自
然
的
狀 

態
よ

-

=
v

文
化
的
狀

態

に

導
く

所
の

も

の

と

«

た

り

。

而

7
P

斯
く

ま

：
で

有
效

な
る

分
勞
は
本
來 

其
の
招
致
す
る

1

般
的
富
裕
を
豫
見
し
、又
れ
企

.圖
す
る

A

間

#

智

0
.

結
へ
果

.

に

；非

す

。
：

:'
:
そ
は
辦 

く
の
如
き
廣
大

夺

る

效

用

を

毫
も
思
考
す
る

>」

ビ
な
き
：人
間
本
：性
の
傾
向
.の
必
然
的
結
艰
な 

ぅ
0.g

ち
或
る
物
を
以
て
他
の
物

S

交
換
せ
ん
士

す

る

(
t
o
^
u
c
k
'
t
a

 barterv a
n
d

 

e
x
c
h
a
n
g
e
)

倾

It
o

是
れ
な
り
ビ
做
せ
り
0
人
間
は
常
住
不
斷
無
數
の
人
の
協
力
ビ
拔
肋
ビ
を
必
嬰

ビ

す
る
も
の 

な
り
。

「

而
し
て
彼
れ
は
惟
り
彼
れ
等
の
仁
愛
の
み
に
依
つ
て

之

れ

を

湖

待

す

る

を

得

ず

::
0

彼 

れ
に
し
て
若
し
自

B

の
爲
め
に
他
人
の
自
愛
心
を
刺
激
し
、而
し
て
彼
れ
等
に
示
す
に
、彼
れへか
 

彼
れ
等
よ
ち
求
>む
る
所
の
も
の
を
彼
れ
の
爲
め
に
行
：ふ
は
彼
れ
等
自
身
の
利
益
な
る
こ
ビ
を 

以
て
す
る
を
得
ば
、彼
れ
は
其
の
目
的
を
達
し
得
る
に
庶
幾
き

i

の
な
る

.可
し
。
あ
ら
ゆ
る
補 

類
の
取
引
を
他
人
に
對
し
て
提
起
す

る

著
.は

總
ベ
て
之
れ
を
行
は
ん
乙
ヒ
を
期
す
る
も
の
な 

卜
。
我
が
欲
す
る
所
の
も
の
を
我
れ
に
與
へ
よ
。
然
ら
ば
汝
は
汝
の
求
む
る

此

の

物
を
與
へ 

ら
る
可
し

v

は
總
：ベ
て
斯
く
の
如
き
企
圖
の
意
味
す

る

所
な

P

0

而
し
て
吾
人
は
此
の
方
法 

第
十六

怨

S
九
一)

鞔

魏

「

道
徳
的
情
操
論>

「

國
锫
論」 
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第
十
六
怨
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象

1
1
)

論

說

「

道德g

情操

I

「

國常输

」

m

i
 :

-i
r
l
:
:

に
據
り
て
、其
の
要
求
す
る
扶

」

助
の
甚
大

な
る
部
分
を
相
互
に
取
得
す
る
女

t

晋
人
は
匆
超
、
 

酒
屋
、
巷
し
く
は
：，
麵

_

屡
の
仁
愛
に
依
つ
へ

て
吾
人

.の
食
料
を

#

ん
ビ
す
る
も
の
に

¥

す
し
て
、
嗤 

だ

彼

れ

等

が

自
已

の

刹

益
を
顧
腐
す
る
の

念

に

神

へ

て

之

れ

を

#:
ん
と
す
る
も
の
な
り

。

® 

A

は
.
彼

れ

等

の

fc
慈

に

依

賴

せ

す

し
-'て

興

の

自

愛

に

訴

ふ
る
な
t

而
し
て

皮

 ̂

f
t く
 

R

吾
人

自

，>!
の
，必
要
，を

以
て
す
る
こ
と
な
，

く
、彼

れ

等

の

利
益
を
以
て
す
る
な

6」

。

0
^
. 

Nations, 

b
k
.
L

 

chap. 

ii.)o 

丨

.

.

即
ち
ス
ミ
ス
は
、其
の
傲

®

學
の
體
系
を
同
情

0

原
則
に
置
く
，

.ビ
共
に
、其

？)
經
濟
學
の

'體
系
，

 

を
自
利

0

原
則
に

.寒
か
し
め
た
る
の

.觀
ぁ
る
な
ト
。
斯
く
て
セ
タ
グ
ス
ン
，の言

,

が：如

く

, 

(

けd
w
m

 

R
.

 

A
.

 

s
e
l
l
g
m
a
n
、
Principles 

of E
c
o
n
o
m
i
c
s

 

with 

special 

reference 

to 

A
m
e
r
i
c
a
n

 

csditions, 

/th 

e
d
,

 

Ivo
'
1

6

, p. 

3
4
.
)
a

間
行
爲
の
ニ
個
の
主
た
る
動

_機
は
財

*

ビ：良

.心
：なら

M

濟
人
は
前
潘
に
曲 

り
て
代
衮
せ
ら

.
れ
、倫
理
人
は
後
考
に
由

P

て

代

、表

せ

ら

る

、而

し

て

經

濟

學

V?
J
偷
理
學

e

は
，互 

に
相
交

®

す
る
所
な
し
と
倣
す
の
舰
念
を
生

.ず

る

に

^
 

^
 0
0
 

論」

の
同
胞
愛
若
し
く
は
同

®

を
殆
ん
ど
全
く
包
有
す
.る
ミ
と
な

く

、主
我
主
_
的
な

る

了

ン

; -
チ

：
 

.千
ス
タ
ー
學
派
の
聖
典
ど
爲
れ
る
の
事
實
に
»
し

V
疑
念
を
抱
く
者
：少
な
が
ら
ざ
る
可
し

0
:
1

然
れ
ど
も
本
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